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●ガバナースローガン「感謝」「感動」「感激」の気持ち心でwe Serve ●会長スローガン｢温故知新 楽しむ心で ウイサーブ」 

屋
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表
遍
路
道
を
登
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

５
０
周
年
記
念
事
業
の
「
庵
治
石
ベ
ン
チ
」
が
見
た
く
な
り
、
家
内
と
二
人

で
屋
島
表
遍
路
道
を
登
り
ま
し
た
。
若
い
頃
に
は
何
度
も
登
っ
た
遍
路
道
で
す

が
何
十
年
振
り
か
で
歩
き
ま
し
た
。 

屋
島
小
学
校
前
を
車
で
通
り
過
ぎ
、
遍
路
道
を
探
し
て
い
る
内
に
住
宅
地
の
中

の
迷
路
に
入
り
行
き
止
ま
り
に
な
り
、
何
度
も
車
の
方
向
転
換
を
す
る
羽
目
に

な
り
ま
し
た
。 

遍
路
道
の
入
口
付
近
に
は
、
遍
路
道
を
示
す
案
内
板
が
あ
れ
ば
解
り
や
す
い
と

思
い
ま
し
た
。 

車
の
置
き
場
所
が
心
配
で
し
た
が
、
遍
路
道
の
左
右
に
は
何
台
も
駐
車
で
き
る

場
所
が
あ
り
、
私
が
駐
車
し
た
場
所
よ
り
、
か
な
り
上
に
も
ま
だ
駐
車
で
き
る

場
所
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

平
日
で
し
た
が
登
る
人
は
予
想
外
に
多
く
居
て
、
私
た
ち
と
会
う
と
必
ず

「
今
日
は
・
ご
苦
労
さ
ま
」
と
挨
拶
を
さ
れ
た
の
で
気
持
ち
良
く
歩
け
ま
し

た
、
慣
れ
て
く
る
と
私
た
ち
も
自
然
に
声
が
出
て
、
す
れ
違
う
方
と
挨
拶
を
交

わ
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

登
山
道
の
最
初
は
「
加
持
水
」
弘
法
大
師
ゆ
か
り
の
湧
き
水
と
言
わ
れ
、
水
飢

饉
の
時
で
も
水
が
枯
れ
ず
に
流
れ
て
い
た
と
か
、
次
に
「
不
喰
梨
」
喰
わ
ず
の

梨
と
言
わ
れ
る
場
所
で
、
昔
弘
法
大
師
が
こ
こ
を
通
り
か
か
っ
た
時
、
美
味
し

そ
う
な
梨
な
の
で
村
人
に
食
べ
て
も
よ
い
か
と
尋
ね
る
と
「
こ
の
梨
は
食
べ
ら

れ
な
い
」
と
村
人
が
言
っ
た
そ
う
で
、
以
来
そ
の
梨
の
実
は
本
当
に
食
べ
ら
れ

な
く
な
っ
た
の
だ
そ
う
で
す
。 

「
喰
わ
ず
の
梨
」
に
は
当
ク
ラ
ブ
寄
贈
の
石
の
ベ
ン
チ
が
４
個
あ
り
、
他
の
場

所
に
も
設
置
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
当
ク
ラ
ブ
の
寄
贈
か
ど
う
か
が
解
ら
な
い

石
の
ベ
ン
チ
も
あ
っ
た
。 

 

次
い
て
「
畳
石
」
屋
島
が
火
山
で
あ
っ
た
こ
ろ
、
火
山
の
溶
岩
が
流
れ
て
き

た
時
に
出
来
た
地
層
で
、
溶
岩
が
何
層
に
も
重
な
り
な
が
ら
冷
え
て
出
来
た
の

だ
そ
う
で
す
。 

遍
路
道
の
終
点
近
く
に
は
「
登
山
者
番
付
表
」
の
ポ
ー
ル
が
あ
り
、
屋
島
に
登

る
会
員
が
年
間
何
回
登
っ
た
か
を
記
録
し
て
い
て
、
多
い
方
は
横
綱
や
大
関
に

登
録
さ
れ
ま
す
、
１
万
回
も
登
っ
た
人
も
い
て
、
千
回
以
上
の
方
は
大
横
綱
と

言
わ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。 

 
四
季
を
通
じ
て
気
持
ち
よ
く
歩
け
る
そ
う
で
、
樹
木
が
程
よ
く
日
光
を
遮
る

の
で
夏
で
も
涼
し
い
そ
う
で
す
。
足
に
自
信
が
無
か
っ
た
家
内
も
気
持
ち
よ
く

登
れ
た
の
で
、
次
回
は
小
学
生
や
幼
稚
園
に
通
う
孫
達
と
一
緒
に
登
ろ
う
と

言
っ
て
い
ま
す
。 

皆
さ
ん
も
、
寄
贈
し
た
石
の
ベ
ン
チ
を
見
な
が
ら
屋
島
登
山
道
を
歩
い
て
は
如

何
で
す
か
。 

Vol.２４３ 

屋 島 飛 脚 
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神戸須磨ＬＣ合併５周年記念例会及び源平ゆかりの会の報告 
 

姉妹提携委員長  岩 崎 康 誠 

 

 平成２７年８月２２日に神戸須磨ＩＣ合併５周年記念例会と源平ゆかりの会が、開催されまし

た。 

 １２時より源平ゆかりの会が、須磨観光ハウス「花月」で行われました。この須磨観光ハウスは

１９３９年神戸市の迎賓館でもあった由緒ある建物で「建築百選」にも選ばれ、スイスの山荘をモ

デルに建てられ多くの財界人、文化人が通った隠れ屋的な館で、大阪湾が一望できます。 

 神戸須磨ＬＣ・下関西ＬＣさんとは、我がクラブ５０周年後５か月ぶりの再会でしたが、前夜祭

２次会３次会が昨日のように思えるほど「やーやー、どうもどうも、来たで。」と、再会を喜び合

いました。 

３クラブの会長挨拶後、美味な和食を食し、アトラクションとして川村旭芳さんの越前琵琶「源平 

一ノ谷合戦」の演奏がありました。Ｌ池田正が「目を瞑ると光景が浮かび、涙してくる」と言うほ

ど素晴らしい歌と演奏でした。その後、「源平ゆかりの会３０周年記念碑」の前で集合写真を撮

り、ホテルオークラ神戸で開催される記念例会の会場へ移動しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

１６時より１部 「クラブ合併の是非」の議題でパネルディスカッションが行われました。 

コーディネーターは元地区ガバナーが務め、パネリストは元国際理事・第１副地区ガバナー・1Ｒ2

Ｚ・ＺＣの３名が務めました。「クラブ合併の是非」と言う議題にビックリしましたが、日本では

この７年間で合併が６０件あり、４００クラブが消滅したとのことです。合併には対等合併と吸収

合併が有りますが、対等合併の成功例として神戸須磨ＬＣが取り上げられました。合併には多くの

難関がありましたが、ＣＭメンバーの後押しが一番の力付けだったようです。 

 １７時より２部の記念例会（式典同様）があり、１８時より祝宴がありました。例会では、高松

屋島ＬＣと下関西ＬＣの会長紹介のみで挨拶は無いと言われていたが、突然の檀上挨拶には下関西

ＬＣ植田会長と顔を見合わせました。 

私は、「今日の会で新しい出会いと、友情が芽生えることが楽しみです。そして、２次会３次会で

その友情が育まれることを期待してます。」と挨拶しました。 

 閉会後、下関西ＬＣと我々メンバーは、三宮駅近くのお店で２次会を和気藹々と過ごしました。 

Ｌ赤瀬は、いつも通り豪放な喋りでまたまた訪問コンペ？らしきお約束をしたようです。（１１月

２５日洲本カントリー）。 

 ３次会は、神戸須磨ＬＣ会員の高級ラウンジへＬ赤瀬Ｌ藤原と岩崎が参加しました。 

Ｌ赤瀬は、相変わらずハイボール。Ｌ藤原は、２次会で口説き過ぎたのか３次会では撃沈してまし

た。 

ダラダラとした報告ですが、大変楽しい姉妹クラブとの交流会でした。 

 翌日は、元会長ら６名で有馬温泉に行き、帰りに三田市の三田屋本店でステーキを食べました。 

この日も色々ハプニングがありましたが、とっても楽しく友情を深めあった２日間でした。 
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地区ガバナー公式訪問の報告 
 

高松屋島ＬＣ会長 岩 崎 康 誠 

 

 ８月３０日（日）高松国際ホテルにて、４Ｒ（２２クラブ）の地区ガバナー公式訪問が開催されまし

た。 ４Ｒ・多田ＲＣは、高松屋島ＬＣですので我がクラブがホストクラブとなりました。 

地区キャビネットからは、地区ガバナー・第１第２副地区ガバナー幹事会計・各委員１０名の参加。 

各ＺＣ・地区委員で総勢２１名の来賓でした。各クラブからは、会長・第１副会長・幹事・会計・会員委

員長５名。４ゾーン２２クラブの参加でした。 

地区ガバナーご挨拶他、キャビネット各委員からの要望事項があり、大まかに申し上げますと 

 １.会員増強とドロップアウトの防止 （クラブ存続の危機感を持てと 脅しのような意気込み） 

   ① 今年は各クラブ３名以上の純増（うち１名は女性） 

   ② 会員増とドロップアウトの防止の為、各クラブは「退会防止及び会員増強特別委員会」の設置 

 ２. キャビネットは、事業資金獲得７００万円を目標としてる。 

   昨年４ＲのＬＣＩＦ基金は、６０万円で非常に少なく、参加してないクラブが６クラブあった。 

   集金でなく、何か新しい事業をして獲得したらどうか。 

 ３. ライオンズクラブ百周年記念奉仕チャレンジに参加と報告 

   現在の事業を ４分野に分けて報告 ① 青少年の奉仕を促そう。 ② 視力を分かち合おう。 

                    ③ 食料を支援しよう。   ④ 環境を保護しよう。 

以上の項目であったかと思います。 

 続いて、各クラブお会長の本年目標と抱負スピーチでした。 

私は、「ＬＣＩＦ資金獲得事業として、真田大勢君ヴァイオリンリサイタルを行い５０ドル献金を行いま

す。詳しくはライオン誌に掲載されます。また青少年育成に力を入れます。」 また、「１１月１日に

は、高松紫雲ＬＣ４５周年にご出席された後、我がクラブのお茶会に是非来て頂くようお願いします。」

とお願いしました。 

 甚だ簡単ではありますが、ご報告いたします。 
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今日は、第２副会長 赤瀬直温さんの職場訪問です。 

 

 松福町の３階建てビルに「香川県建設業組合」の看板がかけられていて、土建屋さんの集まった

組合かと想像していたが、業務内容をお聞きすると「労働保険の事務組合で具体的には次の通りで

す。」と教えてもらった。 

従業員１００名以下の建設業者の労働保険と雇用保険の申請・加入の手続きと代行。 

建設現場における許可票、看板等の制作販売。 

損保代理店業務：建設業務にかかわるもの、自賠責保険、簡易保険等。 

行政書士業務：建設業にかかわる許可、法人設立や産廃に関する許可・申請・請求手続きの代行。 

社会保険労務士業務：労働者の種々保健、給付金、手当て等の届出・申請・請求の代理・代行と労

務管理におけるあらゆる相談、指導と書類の作成。 

以上のように業務は実に多岐にわたっている。 

 

○会社の歴史をお聞かせ下さい。 

 奥様のお父様が、昭和４２年２月１４日、労働保険事務組合「香川県建設業組合」を起業し、昭

和５２年７月５日に㈱香健を設立。平成８年に松福町の現在地に移設。 

 平成１６年香川県初となる行政書士法人“香川県総合行政事務センター”「００１号」を併設。 

 さらに、平成１７年香川県総合社労事務センターを併設した。 

 来年２月には事業開始から、５０周年を迎えることとなる。 

 

○赤瀬さんのホームページは、http：//www.Jimhaomakase.com/ で よく見ると、赤瀬さんのお

しゃれ感覚で“事務はおまかせ”の文字の中にセンターラインのごとく赤瀬が組み込まれてい

る。 

 

○現在社員は１１名で、そのうち４名の男性は営業を、７名の女性は事務を担当し、奥さんが経理

を取り仕切っている。 

Ｌ赤瀬直温 

かわいい・かわいい 

 小太郎クンです！ 
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○赤瀬さん、奥さんとのなれそめについてお聞かせ下さい。 

 「は！ は！ は！ 女房とは知人の紹介で市内某店知り合ったのよ！ 

 当時女房は僕以上にお酒が強かった。 

結果としては、僕がひっかけられて、塗材メーカーの営業マンを辞めて㈱香健に入ったんよ。」 

奥様のお目は高い。家業を継ぐのに最適の男を見つけたと言える。 

 

○赤瀬さんが事業を引き継いだ時の取引業者は１２０社であったが、その類まれな手腕によって、

現在では１７００社以上までに成長させた。 

 

赤瀬さん、奥さん、ご子息さん、事業をさらに拡大・発展されることを願っています。 

 

今回の職場訪問で、赤瀬さんの仕事内容の膨大・多岐にわたることを知り、本当に大変な 

お仕事をされていることを実感しました。 

 

     ご協力ありがとうございました。 

第１２２４回例会 

（高松紫雲ＬＣとの合同例会） 

 
 ２０１５年９月２４日（木）18：30～ 

 ＪＲホテルクレメント高松 

高松紫雲ライオンズクラブとの合同例会が、 

紫雲ＬＣのホストで開催されました。 

テールツイスター登場では、クイズが出され、

不正解者にはピエロの変装マスク着用がありま

した。 

岩崎康誠会長・桑崎博之も変装！とてもお似合

いでした。 

なぜかＬ安西芳朗のブタちゃんのお鼻マスクが

お気に入りでしたので、記念撮影しました。 

第二副会長 赤瀬直温 と 

ＰＲ委員長 河野研一 の 

       ツーショット 
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第１２２５回例会 兼 観月会 

 

     ２０１５年１０月１日（金）１８：３０～ 

     喜代美山荘 花樹海 

恒例の観月会が開催されました。 

当日は心配された雨も上がり、なんとかお月様も見られました。 

例会には、最高齢（９７歳）のL山下博儀も参加され、お元気なスピーチ

を頂きました。 

アトラクションには、香川さんのご子息様とL真鍋のウクレレとオカリナ

の演奏があり、楽しい観月会でした。ちなみに、演奏曲は、上を向いて歩

こう・見上げてごらん夜の星を等・アンコール曲は、銭形平次とってもう

けました！！ 

また、お月様を見ながら？おいしいお抹茶とお菓子も堪能できました。 

L山下博儀 

いつまでもお元気で居て

ください！ 

香川さん・L真鍋へ花束贈呈 

バンド名は「オカレレ」だ

そうです。 

楽しい演奏ありがとうござ

いました。 
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古天神大祭片原町チャリティバザー 
   ２０１５年９月２０日（日）１０：００～ 

L阿河実三 

満面の笑顔で 

  いらっしぁ～い！ 

今年のチャリティバザーは持ち寄りの品物が少なく、売るものがなく

なって１２時前に終了してしまいました。人通りは多かったので残念で

した。今年もやっぱり新鮮野菜が好評でした。 

第１２２６回例会  

      （高松栗林ＬＣとの合同例会） 

 

   ２０１５年１０月２０日（火）１８：３０～ 

   ロイヤルパークホテル高松 

高松栗林ＬＣ 

会長 内野謙藏 

高松屋島ＬＣ 

会長 岩崎康誠 

二人で開会ゴング 

 「カーン」 

ガバナー 橋本充好・ＲＣ 多田昌弘 

         ４ＺＣ 渡辺正司 

ＲＣ 多田昌弘の乾杯 

会長・幹事の密談 

高松屋島ＬＣに新

入会員３名が入会

しました。 

そのお祝いと・入

会式に、わざわざ 

地区ガバナー橋本

充好が参加してく

れました。 

ありがとうござい

ました。！！ 
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高松屋島ライオンズクラブ 

   〒760-0041 高松市百間町9-15 TEL：087-851-8451 FAX：087-826-3585 

 少し遅れましたが、ＰＲ誌の第２号ができあがりお届けします。 

 先日は、県木園行事の話のとき、遍路道を歩いて登る人はいないかと言われ、勢いよく手を挙げてし

まった。 

三好さん、大熊さんから「無理！無理！死ぬほど辛いで！やめとき！」と言われ、少し後悔していたと

ころ、浅田さんの屋島遍路道を登ったという原稿を読んで、これなら僕にもできるかもと勇気づけられ

た。 

 運動はまず足元からと、ウォーキングシューズを買い求め、秋晴れの１０月１６日昼から一人で屋島

へ向かった。 

 最初のＬＩＯＮＳクラブ寄贈のベンチ石のあるところまでがきつかった。あとは、マイペースでゆっ

くり、ゆっくりと登り途中でベンチ石が現れても、ここで休めば登る気力がなくなるのではないかと、

座る気になれず、無心に休まず登った。あと200mの看板のところまで来て、これなら登れると確信し、

山門下の石段のところで丁度30分が経過していた。 

                                  PR委員長 河野研一 

穴吹美香（あなぶき みか） 

 １９７２年２月１９日（４３歳） 

 ㈱穴吹コーポレーション （専務） 

 スポンサー Ｌ岡野朱里子 

 

溝渕博紀（みぞぶち ひろき） 

 １９８７年５月９日(２８歳） 

 ㈱Ｅxpand（ひかり接骨院） 

 スポンサー Ｌ岩崎康誠 

 

大澤佳加（おおさわ よしか） 

 １９７０年２月６日（４５歳） 

 サンテックアイ㈱ 企画部室長 

 スポンサー Ｌ岡野朱里子 
Ｌ溝渕博紀 Ｌ大澤佳加 

Ｌ穴吹美香 


